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はじめに 
 
iStorage NS20/NS20P/NS21P/NS22P[NF8100-115]/NS130では、デフォルトで 2台のハードディスクをソフト
ミラー構成として使用するように設定されています。基本的にはデフォルト構成のままご利用になること

を強くお勧めいたします。 
本書では、このデフォルト構成を他の構成にあえて変更して使用する場合の手順のサンプルを掲載してお

りますが、このような変更は、ミラーリングによるデータ保全性を失ってしまうことを十分ご理解下さい。 
また、ボリューム構成の変更に伴うデータ損失等の危険性を理解し、完全にバックアップを取った上で、

Windows2000またはWindows2003の「ディスクの管理」に精通した管理者の方が行うようにして下さい。 
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1章 iStorage NS20/NS20P/NS21P/NS22P[NF8100-115]の
場合 

 
 

1.1 セットアップの準備 
 

必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、次章からの作業を開始する前にバックアップ
を行ってください。バックアップの方法についてはソフトウェア添付のマニュアル類を参照してくだ

さい。また、iStorage NS に設定済みの共有、Persistent Storage Managerの設定は以降の説明に従い削除
してください。 

 
説明に使用している画像は工場出荷時のiStorage NSになります。ご使用されているモデル、及び、
設定されている環境によっては容量などが異なる場合があります。（本章では、iStorage NS21P
を例に手順を説明しています。） 
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1.2 ストライプボリュームへ変更 
 

1.2.1 ストライプボリュームへの変更時の注意 
 
  工場出荷状態での説明を行っています。このため、環境を変更されている場合等、一部異なる場合がありま
す。また、 本作業は約１時間程度要します。この作業時間のほとんどがストライプボリューム作成のためのフ
ォーマットに要する時間です。 
 

1.2.2 ストライプボリュームへ変更 
  
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細はユ

ーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 

WebUIの [共有]→[共有]を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 
3. iStorage NSでの固定イメージのスケジュールをすべて削除します。 

WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[スケジュール]を開き、表示される固定イメージの
スケジュールをすべて削除します。 

4. iStorage NSでの固定イメージをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[固定イメージ]を開き、表示される固定イメージを
すべて削除します。 

5. ５～10の説明に従い、iStorage NSでのデータ領域のミラーボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[ターミナル サービス] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。ここで、【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【AdministrativeTools】→
【ComputerManagement】 を開き、ツリータブの【記憶域】→【ディスクの管理】を開きます。工場出
荷時では以下のように （C：）（E：）がミラーボリュームで、（E：）がデータ領域となっています。 
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6. ディスク1のボリューム（E：）を右クリックし、【ミラーの削除】を選択します。解除ではないことにご
注意願います。 

 
 

7. 【ミラーの削除】ダイアログボックスでディスク1を選択し、【ミラーの削除】ボタンをクリックします。 
8. 【ディスクの管理】ダイアログボックスで【Yes】ボタンをクリックします。 
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9. 次に、ディスク0のボリューム（E：）を削除します。 

 
 

10. 【シンプルボリュームの削除】ダイアログボックスで【Yes】ボタンをクリックします。 
11. 11～19の説明に従い、ストライプボリュームを作成します。 

ディスク0の未割り当て領域を右クリックし、【ボリュームの作成】を選択します。 

 
12. 【ボリュームの作成ウィザード】で【次へ】ボタンをクリックします。 
13. 【ボリュームの種類の選択】で【ストライプボリューム】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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14. 【ディスクの選択】の【利用可能な全ダイナミックディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタン

クリックします。 

 
15. 次に【選択されたダイナミックディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることと、【サイズ】

の【選択された全ディスク】と【最大】が同じ容量になっていることを確認して【次へ】ボタンをクリッ

クします。 

 
 

16. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【ドライブ文字の割り当て】に【E：】が設定されているこ
とを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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17. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

18. 【ボリュームの作成ウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ストライプボリュームのフ

ォーマットが始まります。約１時間かかります。 
19. ストライプボリュームのフォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 

 
 

20. 次に、iStorage NSでの共有を設定します。 
WebUIの [共有]→[共有]を開き、必要に応じて共有設定を行ってください。 

 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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1.3 ストライプボリュームからミラーボリュームへ変更 
 

1.3.1 ストライプボリュームからミラーボリュームへの変更時の注意 
 

「1.2.2 ストライプボリュームへ変更」に基づいて作成した状態での説明を行っています。このため、環境
を変更されている場合は、一部異なる場合があります。また、本作業は２時間程度を要します。この作業時間

のほとんどがミラーボリューム作成のためのフォーマットに要する時間です。 
必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、以下の作業を開始される前にバックアップを行っ

てください。バックアップの方法はバックアップソフトのマニュアルを参照してください。 
 

1.3.2 ストライプボリュームからミラーボリュームへ変更 
 
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細はユ

ーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 

WebUIの[共有]→[共有] を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 
3. iStorage NSでの固定イメージのスケジュールをすべて削除します。 

WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[スケジュール]を開き、表示される固定イメージの
スケジュールをすべて削除します。 

4. iStorage NSでの固定イメージをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[固定イメージ]を開き、表示される固定イメージを
すべて削除します。 

5. ５～８の説明に従い、iStorage NSでのストライプボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[ターミナル サービス] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。ここで、【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【AdministrativeTools】→
【ComputerManagement】 を開き、ツリータブの【記憶域】→【ディスクの管理】を開きます。ストラ
イプボリューム作成手順通りに作成していれば以下のような状態となっています。 
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6.  ストライプボリューム（図ではE：）を右クリックし、【ボリュームの削除】を選択します。 

 
 

7.   【ストライプボリュームの削除】ダイアログボックスで【Ｙｅｓ】ボタンをクリックします。 
8.   ストライプボリュームの削除が終了すると以下のような状態になります。 
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9. ９～18の説明に従い、ミラーボリュームを作成します。 

ディスク０の未割り当て領域を右クリックし、【ボリュームの作成】を選択します。 

 
 

10.  【ボリュームの作成ウィザード】で【次へ】ボタンをクリックします。 
11.  【ボリュームの種類の選択】で【ミラーボリューム】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 
12.  【ディスクの選択】の【利用可能な全ダイナミックディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタ

ンをクリックします。 
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13.   次に【選択されたダイナミックディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることを確認しま

す。 

 
 

14.   さらに【サイズ】の【選択された全ディスク】に最大より５００MB程度少なくボリュームサイズを入
力し、【次へ】ボタンをクリックします。 

 

 
＜ご注意＞ 

【次へ】を選択する前に、もう一度【サイズ】の【選択された全ディスク】の容量が、【最大】

に表示されている容量より５００MB程度少なく設定されていることを確認してください。ディス
クの未割り当て領域がない場合などミラーリングが出来ない事があります。 

 
15.  【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【ドライブ文字の割り当て】に【E：】が設定されているこ

とを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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16.   【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

17.   【ボリュームの作成ウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ミラーボリュームのフォ
ーマットが始まります。約１時間30分程かかります。 

18.   フォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 
 

19. 次に、iStorage NSでの共有を設定します。 
WebUIの [共有]→[共有]を開き、必要に応じて共有設定を行ってください。 

  以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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1.4 シンプルボリュームへ変更 
 

1.4.1 シンプルボリュームへの変更時の注意 
 
 工場出荷状態での説明を行っています。このため、環境を変更されている場合等、一部異なる場合があります。 
 

 シンプルボリュームへの変更には２つの手順があります。シンプルボリュームへの変更(1)の手順は短時間で完了しま

すが、約500ＭＢの未割り当て領域となります。また、シンプルボリュームへの変更(2)の手順であれば、２時間程要しま

すが全ての領域を使用することが出来ます。 

 

1.4.2 シンプルボリュームへ変更(１) 
  
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細は

ユーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 

WebUIの[共有]→[共有]を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 
3. iStorage NSでの固定イメージのスケジュールをすべて削除します。 

WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[スケジュール]を開き、表示される固定イメージの
スケジュールをすべて削除します。 

4. iStorage NSでの固定イメージをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[固定イメージ]を開き、表示される固定イメージを
すべて削除します。 

5. ５～８の説明に従い、iStorage NSでのデータ領域のミラーボリュームを解除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[ターミナルサービス] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログオ
ンします。ここで、【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【AdministrativeTools】→
【ComputerManagement】 を開き、ツリータブの【記憶域】→【ディスクの管理】を開きます。工場出
荷時では以下のように （C：）（E：）がミラーボリュームで、（E：）がデータ領域になっています。 
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6. まず、ディスク1のボリューム（E：）を右クリックし、【ミラーの解除】を選択します。削除ではないこ
とにご注意願います。 

 
 

7. 【ミラーの解除】で特に問題がなければ【Yes】ボタンをクリックします。 
8. 正常に終了するとボリュームが下図のように変わります。 

 
 

9. 最後に、iStorage NSでの共有を設定します。 
WebUIの[共有]→[共有] を開き、必要に応じて共有設定を行ってください。 

 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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1.4.3 シンプルボリュームへ変更(２) 
 
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細は

ユーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 

WebUIの[共有]→[共有] を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 
3. iStorage NSでの固定イメージのスケジュールをすべて削除します。 

WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[スケジュール]を開き、表示される固定イメージの
スケジュールをすべて削除します。 

4. iStorage NSでの固定イメージをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[固定イメージ]を開き、表示される固定イメージを
すべて削除します。 

5. ５～９の説明に従い、iStorage NSでのデータ領域のミラーボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[ターミナル サービス] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。ここで、【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【AdministrativeTools】→
【ComputerManagement】 を開き、ツリータブの【記憶域】→【ディスクの管理】を開きます。工場出
荷時では以下のように （C：）（E：）がミラーボリュームで、（E：）がデータ領域になっています。 
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6. まず、ディスク1のボリューム（E：）を右クリックし、【ミラーの削除】を選択します。解除ではないこ
とにご注意願います。 

 
 

7. 【ミラーの削除】ダイアログボックスでディスク1を選択し、【ミラーの削除】ボタンをクリックします。 

 
 

8. 【ディスクの管理】ダイアログボックスで【Yes】ボタンをクリックします。 
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9. 次に、ディスク0のボリューム（E：）を削除します。 

 
 

10. 次に、10～19の説明に従い、シンプルボリュームを作成します。 
ディスク0の未割り当て領域を右クリックし、【ボリューム作成】を選択します。 

 
11. 【ボリュームの作成ウィザード】で【次へ】ボタンをクリックします。 
12. 【ボリュームの種類の選択】で【シンプルボリューム】を選択し、【次へ】ボタンををクリックします。 
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13. 【ディスクの選択】では【サイズ】の【選択された全ディスク】と【最大】が同じ容量になっていること

を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 
14. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【ドライブ文字の割り当て】に【E：】（ディスク１の場合

は【Ｆ：】）が設定されていることを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 
15. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

16. 【ボリュームの作成ウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、シンプルボリュームのフォ

ーマットが始まります。１時間程かかります。 
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17. ディスク０のシンプルボリュームのフォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変

わります。 

 
 

18. 次に、ディスク１に10～16と同じ手順でシンプルボリュームを作成します。 
＜ご注意＞ディスク0のシンプルボリュームのフォーマットが終了するまでディスク1のシンプルボリュームの 

 フォーマットは出来ません。 
19. ディスク１のシンプルボリュームのフォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変

わります。 
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20. 最後に、iStorage NSでの共有を設定します。 
WebUIの[共有]→[共有] を開き、必要に応じて共有設定を行ってください。 

 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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1.5 シンプルボリュームからミラーボリュームへ変更 
 

1.5.1 シンプルボリュームからミラーボリュームへの変更時の注意 
 

前章の「シンプルボリュームへ変更」に基づいて作成した状態での説明を行っています。このため、環境を

変更されている場合は、一部異なる場合があります。 
また、本作業は２時間程度を要します。この作業時間のほとんどがミラーボリューム作成のためのフォーマ

ットに要する時間です。 
必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、以下の作業を開始される前にバックアップを行っ

てください。バックアップの方法は管理者ガイドまたはバックアップソフトのマニュアルを参照してください。 
 

 

1.5.2 シンプルボリュームからミラーボリュームへ変更 
 
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細は

ユーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 

WebUIの[共有]→[共有] を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 
3. iStorage NSでの固定イメージのスケジュールをすべて削除します。 

WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[スケジュール]を開き、表示される固定イメージの
スケジュールをすべて削除します。 

4. iStorage NSでの固定イメージをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[Persistent Storage Manager]→[固定イメージ]を開き、表示される固定イメージを
すべて削除します。 
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5. ５～９の説明に従い、iStorage NSでのシンプルボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[ターミナル サービス] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。ここで、【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【AdministrativeTools】→
【ComputerManagement】 を開き、ツリータブの【記憶域】→【ディスクの管理】を開きます。シンプ
ルボリューム作成手順通りに作成していれば以下のような状態となっています。 
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6.   まず、シンプルボリューム（図ではE：）を右クリックし、【ボリュームの削除】を選択します。 

 
 

7. 【シンプルボリュームの削除】ダイアログボックスで【Yes】ボタンをクリックします。 
8. 6、７と同じ手順で残りのシンプルボリューム（図ではF：）を削除します。 
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9. シンプルボリュームの削除が終了すると以下のような状態になります。 
 

 
 

10. 10～19の説明に従い、ミラーボリュームを作成します。 
ディスク０の未割り当て領域を右クリックし、【ボリュームの作成】を選択します。 
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11. 【ボリュームの作成ウィザード】で【次へ】ボタンをクリックします。 
12. 【ボリュームの種類の選択】で【ミラーボリューム】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 
13. 【ディスクの選択】の【利用可能な全ダイナミックディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタン

をクリックします。 

 
 

14. 次に【選択されたダイナミックディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることを確認します。 
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15. さらに【サイズ】の【選択された全ディスク】に【最大】より５００MB程度少なくボリュームサイズを
入力し、【次へ】ボタンをクリックします。 

 
＜ご注意＞ 

【次へ】を選択する前に、もう一度【サイズ】の【選択された全ディスク】の容量が、【最大】

に表示されている容量より５００MB程度少なく設定されていることを確認してください。ディス
クの未割り当て領域がない場合などミラーリングが出来ない事があります。 
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16. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【ドライブ文字の割り当て】に【E：】が設定されているこ

とを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 
17. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

18. 【ボリューム作成ウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ミラーボリュームのフォーマ

ットが始まります。約１時間30分程かかります。 
19. フォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 

 

 
20. 次に、iStorage NSでの共有を設定します。 

WebUIの[共有]→[共有] を開き、必要に応じて共有設定を行ってください。 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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2章 iStorage NS130の場合 
 

2.1 セットアップの準備 
 

必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、次章からの作業を開始する前にバックアップ
を行ってください。バックアップの方法についてはソフトウェア添付のマニュアル類を参照してくだ

さい。また、iStorage NS に設定済みの共有、DFSルート、シャドウコピー、最適化のスケジュール
設定は以降の説明に従い削除してください。iStorage NS で設定されているDFSルートを削除すると、
そのルートのDFSリンクは通常のSMB共有となり、DFSリンクとしては使用できなくなります。 
 
説明に使用している画像は工場出荷時のiStorage NSになります。ご使用されているモデル、及び、
設定されている環境によっては容量などが異なる場合があります。（本章では、iStorage NS130
を例に手順を説明しています。） 
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2.2 ストライプボリュームへ変更 
 

2.2.1 ストライプボリュームへの変更時の注意 
 
  工場出荷状態での説明を行っています。このため、環境を変更されている場合等、一部異なる場合がありま
す。 また、 本作業は約１時間程度要します。この作業時間のほとんどがストライプボリューム作成のための
フォーマットに要する時間です。 
 

2.2.2 ストライプボリュームへ変更 
  
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細はユ

ーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでローカルDFSルートまたはドメインDFSルートを設定している場合は削除します。 

WebUIの[共有]→[共有プロトコル]→[DFS]を開きます。[ローカルのDFSルート]タブをクリックし、[ル
ートの削除]ボタンをクリックしてOKをクリックします。DFSの設定をリモートデスクトップから行って
いる場合は、WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ]を選択して、Administrator 権限を持つ
ユーザーでログオンします。表示される管理者メニューから[分散ファイルシステム]を開き、ルートの削
除を行ってください。 

3. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 
WebUIの [共有]→[共有]を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 

4. iStorage NSでのシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[スケジュールの設定]をクリックし
て、表示されるシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 

5. iStorage NSでのシャドウコピーをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[シャドウコピーの表示]をクリック
して、表示されるシャドウコピーをすべて削除します。 

6. iStorage NSでの最適化のスケジュールを無効にします。 
WebUIの[ディスク]→[ボリューム]を開き、ボリュームを選択して[最適化のスケジュール]をクリックして、
[このボリュームの最適化をスケジュールする]のチェックボックスのチェックをはずした後、[OK]をクリ
ックします。 
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7. ７～12の説明に従い、iStorage NSでのデータ領域のミラーボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。管理者メニューから【コンピュータの管理】を開き、ツリータブの【ディスクの管理】をク

リックします。工場出荷時では以下のように （C：）（E：）がミラーボリュームで、（E：）がデータ
領域となっています。 
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8. まず、ディスク1のボリューム（E：）を右クリックし、【ミラーの削除】を選択します。ミラーボリュー
ムの解除ではないことにご注意願います。 

 
 

9. 【ミラーの削除】ダイアログボックスでディスク1を選択し、【ミラーの削除】ボタンをクリックします。 

 
10. 【ディスクの管理】ダイアログボックスで【はい】ボタンをクリックします。 
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11. 次に、ディスク0のボリューム（E：）を削除します。E:を右クリックし、【ボリュームの削除】をクリッ

クします。 

 
 

12. 【シンプルボリュームの削除】ダイアログボックスで【はい】ボタンをクリックします。 
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13. 次に、13～21の説明に従い、ストライプボリュームを作成します。 
ディスク0の未割り当て領域を右クリックし、【新しいボリューム】を選択します。 

 
14. 【新しいボリュームウィザードの開始】で【次へ】ボタンをクリックします。 
15. 【ボリュームの種類の選択】で【ストライプ】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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16. 【ディスクの選択】の【利用可能なディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタンクリックします。 

 
17. 次に【選択されたディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることと、【ボリュームサイズの

合計（MB）】がディスク０とディスク１のサイズを合計したサイズになっていることを確認して【次へ】
ボタンをクリックします。 

 
 

18. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【次のドライブ文字を割り当てる】に【E：】が設定されて
いることを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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19. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

20. 【新しいボリュームウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ストライプボリュームのフ

ォーマットが始まります。１時間程かかります。 
21. ストライプボリュームのフォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 
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22. 最後に、1から6で削除した設定を行います。 
 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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2.3 ストライプボリュームからミラーボリュームへ変更 
 

2.3.1 ストライプボリュームからミラーボリュームへの変更時の注意 
 

前章の「ストライプボリュームへ変更」に基づいて作成した状態での説明を行っています。このため、環境

を変更されている場合は、一部異なる場合があります。 
また、本作業は2時間半程度を要します。この作業時間のほとんどがミラーボリューム作成のためのフォーマ

ットに要する時間です。 
必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、以下の作業を開始される前にバックアップを行っ

てください。バックアップの方法はバックアップソフトのマニュアルを参照してください。 
 

2.3.2 ストライプボリュームからミラーボリュームへ変更 
 
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細はユ

ーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでローカルDFSルートまたはドメインDFSルートの設定を設定している場合は削除します。 

WebUIの[共有]→[共有プロトコル]→[DFS]を開きます。[ローカルのDFSルート]タブをクリックし、[ル
ートの削除]ボタンをクリックしてOKをクリックします。DFSの設定をリモートデスクトップから行って
いる場合は、WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ]を選択して、Administrator 権限を持つ
ユーザーでログオンします。表示される管理者メニューから[分散ファイルシステム]を開き、ルートの削
除を行ってください。 

3. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 
WebUIの[共有]→[共有] を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 

4. iStorage NSでのシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[スケジュールの設定]を開き、表示
されるシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 

5. iStorage NSでのシャドウコピーをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[シャドウコピーの表示]を開き、表
示されるシャドウコピーをすべて削除します。 

6. iStorage NSでの最適化のスケジュールを削除します。 
WebUIの[ディスク]→[ボリューム]を開き、ボリュームを選択して[最適化のスケジュール]をクリックしま
す。[このボリュームの最適化のスケジュール]チェックボックスのチェックをはずします。  
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7.  ７～10の説明に従い、iStorage NSでのストライプボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。管理者メニューから【コンピュータの管理】を開き、ツリータブの【ディスクの管理】をク

リックします。ストライプボリューム作成手順通りに作成していれば以下のような状態となっています。 
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8. まず、ストライプボリューム（図ではE：）を右クリックし、【ボリュームの削除】を選択します。 

 
 

9. 【ストライプボリュームの削除】ダイアログボックスで【はい】ボタンをクリックします。 
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10. ストライプボリュームの削除が終了すると以下のような状態になります。 
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11. 11～19の説明に従い、ミラーボリュームを作成します。 

ディスク０の未割り当て領域を右クリックし、 【新しいボリューム】を選択します。 

 
 

12. 【新しいボリュームウィザードの開始】で【次へ】ボタンをクリックします。 
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13. 【ボリュームの種類の選択】で【ミラー】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 

 
14. 【ディスクの選択】の【利用可能なディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタンをクリックしま

す。 
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15. 次に【選択されたディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることを確認します。【ボリュー

ムサイズの合計】はディスク１台分の容量になります。 

 
 

16. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【次のドライブ文字を割り当てる】に【E：】が設定されて
いることを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 

 
17. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

18. 【新しいボリュームウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ミラーボリュームのフォー
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マットが始まります。約２時間30分程かかります。 
19. フォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 

 
 
20. 最後に、１～６で削除した設定を行います。 
 
 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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2.4 シンプルボリュームへ変更 
 

2.4.1 シンプルボリュームへの変更時の注意 
 
 工場出荷状態での説明を行っています。このため、環境を変更されている場合等、一部異なる場合があります。 
シンプルボリュームへの変更の手順は短時間で完了します。 
 

2.4.2 シンプルボリュームへ変更 
  
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細は

ユーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでローカルDFSルートまたはドメインDFSルートを設定している場合は削除します。 

WebUIの[共有]→[共有プロトコル]→[DFS]を開きます。[ローカルのDFSルート]タブをクリックし、[ル
ートの削除]ボタンをクリックしてOKをクリックします。DFSの設定をリモートデスクトップから行って
いる場合は、WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ]を選択して、Administrator 権限を持つ
ユーザーでログオンします。表示される管理者メニューから[分散ファイルシステム]を開き、ルートの削
除を行ってください。 

3. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 
WebUIの[共有]→[共有]を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 

4. iStorage NSでのシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[スケジュールの設定]をクリックし、
表示されるシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 

5. iStorage NSでのシャドウコピーをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー] を開き、ボリュームを選択して表示されるシャドウコピーをすべ
て削除します。 

6. iStorage NSでの最適化のスケジュールをすべて解除します。 
WebUIの[ディスク]→[ボリューム]を開き、ボリュームを選択して[最適化のスケジュール]をクリックしま
す。[このボリュームの最適化をスケジュール]チェックボックスのチェックをはずし、[OK]をクリックし
ます。 



   
 - 47 -  
 
 

7. ７～10の説明に従い、iStorage NSでのデータ領域のミラーボリュームを解除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。管理者メニューから【コンピュータの管理】を開き、ツリータブの【ディスクの管理】をク

リックします。工場出荷時では以下のように （C：）（E：）がミラーボリュームで、（E：）がデータ
領域になっています。 
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8. まず、ディスク1のボリューム（E：）を右クリックし、【ミラーボリュームの解除】を選択します。ミラ
ーの削除ではないことにご注意願います。 

 
 

9. 【ミラーのボリュームの解除】で特に問題がなければ【はい】ボタンをクリックします。 
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10. 正常に終了するとボリュームが下図のように変わります。 

 
 

11. 最後に、１～６で削除した設定を行います。 
 

以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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2.5 シンプルボリュームからミラーボリュームへ変更 
 

2.5.1 シンプルボリュームからミラーボリュームへの変更時の注意 
 

前章の「シンプルボリュームへ変更」に基づいて作成した状態での説明を行っています。このため、環境を

変更されている場合は、一部異なる場合があります。 
また、本作業は２時間半程度を要します。この作業時間のほとんどがミラーボリューム作成のためのフォー

マットに要する時間です。 
必要なデータがiStorage NSのデータ領域にある場合には、以下の作業を開始される前にバックアップを行っ

てください。バックアップの方法はバックアップソフトのマニュアルを参照してください。 
 

 

2.5.2 シンプルボリュームからミラーボリュームへ変更 
 
1. クライアントマシンにてブラウザを起動し、iStorage NSの管理コンソール(WebUI)を開きます。詳細は

ユーザーズガイドを参照してください。 
2. iStorage NSでローカルDFSルートまたはドメインDFSルートを設定している場合は削除します。 

WebUIの[共有]→[共有プロトコル]→[DFS]を開きます。[ローカルのDFSルート]タブをクリックし、[ル
ートの削除]ボタンをクリックしてOKをクリックします。DFSの設定をリモートデスクトップから行って
いる場合は、WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ]を選択して、Administrator 権限を持つ
ユーザーでログオンします。表示される管理者メニューから[分散ファイルシステム]を開き、ルートの削
除を行ってください。 

3. iStorage NSでの共有をすべて削除します。 
  WebUIの[共有]→[共有] を開き、表示されるフォルダの共有を全て削除します。 

4. iStorage NSでのシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[スケジュールの設定]を開き、表示
されるシャドウコピーのスケジュールをすべて削除します。 

5. iStorage NSでのシャドウコピーをすべて削除します。 
WebUIの[ディスク]→[シャドウコピー]を開き、ボリュームを選択して[シャドウコピーの表示]を開き、表
示されるシャドウコピーをすべて削除します。 

6. iStorage NSでの最適化のスケジュールを解除します。 
WebUIの[ディスク]→[ボリューム]を開き、ボリュームを選択して[最適化のスケジュール]をクリックし、
[このボリュームの最適化をスケジュール]チェックボックスのチェックをはずして[OK]をクリックしま
す。 
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7. ７～11の説明に従い、iStorage NSでのシンプルボリュームを削除します。 
WebUIの[メンテナンス]→[リモートデスクトップ] を選択し、Administrator 権限を持つユーザーでログ
オンします。管理者メニューから【コンピュータの管理】を開き、ツリータブの【ディスクの管理】をク

リックします。そこで、シンプルボリュームを削除します。シンプルボリューム作成手順通りに作成して

いれば以下のような状態となっています。 
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8. まず、シンプルボリューム（図ではE：）を右クリックし、【ボリュームの削除】を選択します。 

 
 

9. 【シンプルボリュームの削除】ダイアログボックスで【はい】ボタンをクリックします。 
10. 8、9と同じ手順で残りのシンプルボリューム（図ではF：）を削除します。 
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11. シンプルボリュームの削除が終了すると以下のような状態になります。 
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12. 12～20の説明に従い、ミラーボリュームを作成します。 
ディスク０の未割り当て領域を右クリックし、【新しいボリューム】を選択します。 

 
 

13. 【新しいボリュームウィザードの開始】で【次へ】ボタンをクリックします。 
14. 【ボリュームの種類の選択】で【ミラー】を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 
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15. 【ディスクの選択】の【利用可能なディスク】からディスク１を選択し、【追加】ボタンをクリックしま

す。 

 
 

16. 次に【選択されたディスク】にディスク０とディスク１が表示されていることを確認します。【ボリュー

ムサイズの合計】はディスク１台分の容量になります。 
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17. 【ドライブ文字またはパスの割り当て】では【ドライブ文字の割り当て】に【E：】が設定されているこ
とを確認し、【次へ】ボタンをクリックします。 

18. 【ボリュームのフォーマット】では既定値（下図参照）を確認して【次へ】ボタンをクリックします。 

 
 

19. 【ボリューム作成ウィザードの完了】で【完了】ボタンをクリックすると、ミラーボリュームのフォーマ

ットが始まります。約２時間30分程かかります。 
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20. フォーマットが正常に終了するとボリュームの容量の下が正常に変わります。 

 
 
21. 最後に、１～６で削除したiStorage NSでの設定を行います。 

 
以上で作業は終了です。WebUIを終了します。 
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3章 注意事項 
 

3.1 再インストールについて 
 

  再インストールの手順については以下のWebページに掲載されている再インストール手順書
を参照願います。また、以下のWebページにないモデルについては装置添付のユーザーズガイド
を参照願います。 

 

http://www.sw.nec.co.jp/products/istorage/guide/reinstall/index.shtml 
(2004年2月20日現在) 

 
 


